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１ 点検及び評価について 

平成 19 年 6 月に「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」が改正され（平成

20 年 4 月 1 日施行）、教育委員会は毎年その権限に属する事務の管理及び執行の状況

について学識経験者等の知見を活用した点検･評価を行い、その結果に関する報告書

を作成し議会に提出するとともに、公表することとされました。 

備前市教育委員会では、効果的な教育行政の推進に資するとともに市民の皆様への

説明責任を果たすため、教育委員会の点検及び評価を実施しています。 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

第 26 条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第 1項の規定により教

育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第 4 項の規定によ

り事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況につ

いて点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出

するとともに、公表しなければならない。 

2  教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験

を有する者の知見の活用を図るものとする。 
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２ 教育委員会の活動状況について 

(1) 教育長・教育委員の紹介（令和 3年度） 

役職名 氏 名 任   期 備考 

教育長 松畑 熙一 
令和 3年 5月 21 日 

～令和 6年 5月 20 日 
 

教育長 

職務代理者 
永島 英夫 

平成 30年 6月 7日 

～令和 4年 6月 6日 
 

教育委員 立花 朗 
令和元年 6月 9日 

～令和 5年 6月 8日 
 

教育委員 髙取 睦 
令和 2年 6月 5日 

～令和6年6月4日 
 

教育委員 出井 鉃二 
令和 3年 6月 1日 

～令和 7年 5月 31 日 
 

教育長 奥田 泰彦 
平成 30年 4月 27 日 

～令和 3年 4月 20 日 
令和 3年度中に退任 

教育委員 小坂 郁子 
令和 2年 9月 9日 

～令和 3年 5月 31 日 
令和 3年度中に退任 

 

(2) 教育委員会会議の開催状況（令和 3年度） 

月日 議案・報告等案件 

4月 19 日 備前市教育長の辞職の同意について 

備前市地区公民館運営審議会委員の委嘱について 

三石中学校・吉永中学校統合について 

教職員の人事異動について 

令和 3年度校務を分担する主任等の発令について 

令和 3年度園児・児童・生徒・学級数について 

園の申込状況について 

備前市立公民館事務決裁規定の一部を改正する規程の制定につ

いて 

備前市青少年育成センター地区指導員の委嘱について 

5月 26 日 備前市スポーツ推進委員の委嘱について 

令和 3年度備前市教育関係補正予算の提出について 

土地所有権確認及び登記請求事件に関する訴えの提起について 

備前市公民館運営審議会委員の委嘱について 

新型コロナウイルス感染拡大防止にかかる各課の対応について  

備前市重度障害児通学援助費助成要綱の一部を改正する要綱の
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制定について 

備前市文化財保護審議会委員の委嘱について 

備前市教育に関する事務の職務権限の特例に係る協議について 

6月 30 日 備前市社会教育委員の委嘱について 

備前市地区公民館運営審議会委員の任期中の退任に伴う補欠委

員の委嘱について 

備前市教育委員の議席の決定について 

備前市教育委員会会議運営に係る申し合わせについて 

備前市学校給食共同調理場運営委員会委員の委嘱について 

7月 19 日 備前市学校給食共同調理場設置条例の一部を改正する条例の制

定について 

備前市教育委員会事務局処務規則の一部を改正する規則の制定

について 

備前市教育委員会公告式に関する規則等の一部を改正する等の

規則の制定について 

備前市就学援助規則の一部を改正する規則の制定について 

備前市教育委員会事務局事務決裁規程の一部を改正する規程の

制定について 

備前市立公民館事務決裁規程の一部を改正する規程の制定につ

いて 

備前市奨学生選考規程の一部を改正する規程の制定について 

備前市子ども読書活動推進計画策定委員会設置要綱の一部を改

正する要綱の制定について 

備前市日本遺産活用事業補助金交付要綱を廃止する要綱の制定

について 

教職員の人事異動について 

備前市文化財保存活用地域計画について 

7月 26 日 教育委員会事務局職員等の任免について 

8月 2日 令和 4年度使用中学校教科用図書の採択について 

8月 19 日 令和 3年度備前市教育関係補正予算の提出について 

令和 4年度使用高等学校教科用図書の採択について 

教職員の人事異動について 

8月 31 日 令和 3年度備前市教育関係補正予算の提出について 

9月 6日 令和 3年度備前市教育関係補正予算の提出について 

9月 24 日 まちじゅうどこでも出前講座について 

教職員の人事異動について 
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 令和 3年度全国学力・学習状況調査の結果について 

令和 3年度岡山県学力・学習状況調査の結果について 

「備前市まるごと大学校」（仮称）構想（案）等について 

10 月 25 日 備前市教育委員会事務局処務規則及び備前市教育委員会公印規

則の一部を改正する規則の制定について 

教育委員会事務局職員等の任免について 

令和 3年度備前市教育関係補正予算の提出について 

備前市教育委員会事務局事務決裁規程及び備前市立公民館事務

決裁規程の一部を改正する規程の制定について 

備前市奨学生選考規程の一部を改正する規程の制定について 

令和 2年度児童生徒の問題行動等調査結果について 

旧閑谷学校世界遺産登録検討専門委員の委嘱について 

備前市女子野球チーム設立補助金交付要綱の制定について 

契約解除に係る損害賠償額の決定及び和解の専決処分について 

備前市スポーツ推進計画書の策定について 

11 月 19 日 令和 3年度備前市教育関係補正予算の提出について 

令和 3年度末備前市教育委員会人事異動の重点について 

備前市日生温水プールの指定管理者の指定について 

備前市教育集会所の指定管理者の指定について 

人と自然が響き合う「シンフォニック・オアシス」「八塔寺青少

年文化・スポーツプラザ」（仮称）構想（案）について 

教職員の人事異動について 

交通事故損害賠償額の決定及び和解の専決処分について（教育

プロジェクト推進課） 

交通事故損害賠償額の決定及び和解の専決処分について（社会

教育課） 

12 月 13 日 令和 4年度備前市一般会計予算（教育関係）の見積りについて 

1月 24 日 地方自治法第 180 条の 2の規定により委任する事務の変更につ

いて 

備前市教育委員会事務委任規則の一部を改正する規則の制定に

ついて 

備前市篤志奨学金給付規則の制定について 

新型コロナウイルスの状況について 

令和 4年度教育長構想案について 

備前市教育委員会事務局事務決裁規程の一部を改正する規程の

制定について 
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※開催回数 20回 議案 38件 協議 13 件 報告 37件 

 

(3) 教育委員会会議以外の活動状況 

開催月 行   事   名 

4 月 入園式（保育園・認定こども園） 

入学式（小学校・中学校・高等学校） 

教職員着任式 

6月 学校訪問 

7月 学校訪問 

9月 中学校体育大会 

小学校運動会 

10 月 高等学校体育祭 

保育園・認定こども園・小学校運動会 

令和 4年度全国学力・学習状況調査及び令和 4年度岡山県学力・

学習状況調査への参加について 

2月 10 日 令和 3年度年度備前市教育関係補正予算の提出について 

令和 4年度年度備前市教育関係予算の提出について 

新型コロナウイルスの状況について 

令和 4年度教育長構想 案 について 

全国大会等出場選手激励費における内規追加について 

3月 8日 教育委員会事務局の機構改革と事務分掌について 

3月 17 日 校長・教頭の任免について 

3月 18 日 令和 3年度備前市教育関係補正予算の提出について 

令和 2年度教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び

評価について 

備前市教育委員会事務局処務規則等の一部を改正する規則 

備前市立認定こども園の管理運営に関する規則の一部を改正す

る規則の制定について 

備前市教育委員会事務局事務決裁規程及び備前市立公民館事務

決裁規程の一部を改正する規程の制定について 

備前市教育委員会職員の過重労働による健康障害防止対策実施

要綱の一部を改正する要綱の制定について 

備前市奨学生選考規程の一部を改正する規程の制定について 

備前市アートカルチャー表彰要綱の制定について 

3月 25 日 教育委員会事務局職員等の任免について 

3月 31 日 教育委員会事務局職員等の任免について 
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11 月 青少年健全育成大会 

12 月 保育園・認定こども園生活発表会 

小中美術展 

1月 成人式 

3月 卒園式（保育園・認定こども園） 

卒業式（小学校・中学校・高等学校） 

教職員転退任式 

 

 

３ 教育施策の取組状況について 

(1) 施策の概要 

本市では、令和 3年度に市の最上位計画である「第 3次備前市総合計画」を策定

し、市民の幸せを目指し、希望ある、未来に期待の持てるまちづくりを進めていま

す。その中でも、教育・文化の分野においては、「誰もがいつまでも成長し続け、輝

けるまち」を政策として掲げ、総合的かつ計画的に推進することとしています。 

令和 3年度に実施した施策を対象とした教育委員会の事務に関する点検及び評価

は、第 3次総合計画の基本計画における施策体系に基づいて行っています。 

 

 

(2) 施策の体系 

政策 
基本計画 

（施策） 
主な取組 

誰もがいつまで

も成長し続け、

輝けるまち 

（教育・文化） 

生涯学習の充実 

地域の教育力向上による「学び」の場の充実 

図書館の蔵書の充実や利便性の向上 

生涯学習の機会や成果を発揮する場の充実 

就学前の教育、保育

等の充実 

待機児童の解消のための体制整備 

園職員の人材確保・育成、メンタルケアの強化 

認定こども園・保育園と小学校との連携強化

（接続カリキュラムの推進） 

学校教育の充実 

ICT活用推進体制（機器の配置、教員スキルの向

上など）の確立 

ALT配置の効果と活動の情報発信 

学校図書館司書配置の効果と活動の情報発信 

片上高等学校のキャリア形成支援機能の情報発 

信 

適正な学校規模の検討の推進 
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学校等教育施設の老朽化対策と施設整備の推進 

歴史文化の活用と伝

統文化の継承 

地域文化資源の実態把握と価値の解明 

歴史・文化の保存・継承への意識の醸成 

歴史・文化の活用の推進と興味・関心を高める

情報発信 

文化施設の整理・集約化の検討 

スポーツ・レクリエ

ーション活動の推進 

利用者のニーズに対応した施設環境の整備 

年代を問わずスポーツに触れる場と機会の充実 

スポーツと地域資源の融合による地域の活性化

の推進 

※ 次ページからは、基本計画（施策）ごとに評価を行っており、備前市教育委員から特

に意見のある施策については、その意見を記載している。 

 

(3) 施策の点検・評価 

令和 3年度に実施した教育施策について、成果指標を設定し、目標値を定め、そ

の目標に向かってどのように進捗
ちょく

しているかを測定しています。次ページから施

策ごとに施行状況を評価しています。 
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※
特
別
会
計
は
除
く

幅
広
い
世
代
の
市
民
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
知
識
や
技
術
を
習
得
し
、
学
ん
だ
こ
と
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
生
涯
学
習
の
た
め
の
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
教
育
力
の
向
上
に
よ
り
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
学
ぶ
楽
し
さ
、
喜
び
、
充
実
感
の
中
で
成
長
し
、
生
き
が
い
を
感
じ
な
が
ら
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち

を
目
指
し
ま
す
。

施
策
の
方
向
性
・目

標
（
総
合
計
画
よ
り
）

【
「
学
び
」
の
環
境
づ
く
り
】

・
地
域
全
体
で
生
涯
学
習
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
地
域
、
家
庭
、
学
校
、

N
P
O
等
が
連
携
し
た
地

域
の
教
育
力
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
家
庭
教
育
に
関
す
る
学
習
機
会
を
設
け
、
子
育
て
家
庭
を
地
域
全
体
で
支
援
す
る
と
と
も
に
、
青

少
年
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
健
全
育
成
へ
の
取
組
を
行

う
こ
と
が
必
要
で
す
。

【
魅
力
あ
る
図
書
館
づ
く
り
】

・
現
在
の
図
書
館
は
小
規
模
で
あ
り
、
図
書
及
び

IC
T
関
連
資
料
の
展
示
、
閲
覧
、
保
管
な
ど
の
ス

ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
、
駐
車
場
も
十
分
で
な
い
こ
と
か
ら
、
施
設
の
整
備
が
必
要
で
す
。

・
市
民
が
気
軽
に
利
用
し
、
世
代
を
通
じ
て
図
書
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
利
便
性
や
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
公
民
館
活
動
の
充
実
】

・
趣
味
に
関
す
る
講
座
に
比
べ
、
学
び
を
中
心
と
し
た
講
座
が
少
な
い
傾
向
で
す
。
身
近
な
学
び
の

場
と
し
て
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
市
民
の
自
己
実
現
を
促
進
す
る
公
民
館
事
業
を
展
開
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

・
若
年
層
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代
の
方
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
、
公
民
館
事
業
に
つ
い
て

よ
り
多
く
の
方
へ
の
周
知
が
必
要
で
す
。現
状
と
解
決
す
べ
き
課
題

令
和

4
年
度

施
策
評
価
シ
ー
ト
（
評
価
対
象

R
3
年
度
）

【
社
会
教
育
課
・
公
民
館
活
動
課
】

政
策

1
誰
も
が
い
つ
ま
で
も
成
長
し
続
け
、
輝
け
る
ま
ち
（
教
育
・
文
化
）

施
策

0
1

生
涯
学
習
の
充
実

経
常
的
経
費

臨
時
的
経
費

1
5
,1

0
5
 

7
,9

7
9
 

経
費
の
内
訳
（
万
円
）

経
常
的
経
費

臨
時
的
経
費

2
,1

2
7
 

2
,7

0
7
 

特
定
財
源
の
活
用
（
万
円
）
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6
8
.5

%
7

4
.9

%

4
6
.4

%

6
9
.0

%
8
5
.5

%
9
0
.0

%

H
2
9

H
3
0

R
1

R
2

R
3

R
6

公
民
館
講
座
募
集
定
員
の
充
足
率

指
標

目
標

8
0
,6

5
1

 7
9
,6

1
1

 7
6
,3

1
4

 3
0
,4

5
3

 7
2
,4

8
7

 1
1

6
,0

0
0

 

H
2

9
H

3
0

R
1

R
2

R
3

R
6

公
民
館
利
用
者
数
（
件
）

指
標

目
標

成
果
指
標
の
分
析

成
果
指
標
（
達
成
し
た
い
目
標
）

6
,6

9
2
 

6
,8

1
0
 

6
,1

3
4
 

3
,0

6
4
 

5
,3

7
3
 

6
,2

0
0
 

H
2

9
H

3
0

R
1

R
2

R
3

R
6

小
中
学
生
に
関
わ
る
地
域
の
支
援
者
数
（
人
）

指
標

目
標

成
果
指
標
の
分
析

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
支
援
の

場
が
失
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
コ
ロ
ナ
禍
前
よ
り
減
少
が

み
ら
れ
る
。

今
後
は
適
切
な
対
策
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
活
動

の
場
の
創
出
に
努
め
、
目
標
達
成
を
目
指
す
。

2
.3

2
.8

2
.7

2
.1

2
.1

3
.1

H
2

9
H

3
0

R
1

R
2

R
3

R
6

市
民
一
人
あ
た
り
図
書
貸
出
冊
数
（
冊
）

指
標

目
標

成
果
指
標
の
分
析

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
流
行
に
よ
り
、
来
館

者
数
の
減
少
及
び
貸
出
冊
数
の
減
少
が
続
い
て
い
る
。

開
館
時
に
は
感
染
症
対
策
を
十
分
に
行
う
ほ
か
、
感

染
防
止
対
策
に
よ
る
臨
時
休
館
の
際
に
も
貸
出
と
返
却

に
つ
い
て
は
対
応
を
継
続
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ
る
臨
時
休

館
日
が
あ
っ
た
も
の
の
、
前
年
中
止
に
し
た
秋
の
文
化

祭
の
開
催
に
よ
り
、
利
用
者
数
は
従
前
の
水
準
に
戻
り

つ
つ
あ
る
。

た
だ
し
、
感
染
症
対
策
を
継
続
す
る
「
ウ
ィ
ズ
・
コ

ロ
ナ
」
の
中
で
の
利
用
促
進
と
な
る
た
め
当
初
目
標
の

達
成
は
容
易
で
は
な
い
。

成
果
指
標
の
分
析
（
任
意
指
標
）

各
年
度
で
実
績
値
の
変
動
は
あ
る
も
の
の
、
引
き
続

き
、
地
域
の
社
会
教
育
の
拠
点
と
し
て
、
幅
広
い
年
代

や
ニ
ー
ズ
に
応
え
れ
る
講
座
を
企
画
を
行
っ
て
い
く
。

指 標 の 説 明

【
小
中
学
生
に
関
わ
る
地
域
の
支
援
者
数
】
「
地
域
学
校
協
働
本
部
」
及
び
「
ま
な
び
塾
+
」
支
援
者
の
年
間
延
べ
人
数

【
市
民
一
人
あ
た
り
図
書
貸
出
冊
数
】
貸
出
冊
数
÷
人
口

【
公
民
館
利
用
者
数
】
市
内
全
公
立
公
民
館
(1
6
館
)の

年
間
の
総
利
用
者
数

【
公
民
館
講
座
募
集
定
員
の
充
足
率
】
応
募
者
数
÷
定
員

成
果
指
標
の
分
析
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課
題
に
対
す
る
主
な
取
組

施
策
の
評
価

一 次 評 価 者

役
職

氏
名

【
進
行
年
度
の
取
組
内
容
】

（
課
題
解
決
状
況
）

地
域
学
校
協
働
本
部
、
ま
な
び
塾
等
に
関
わ
る
地
域
の
支
援
者
が
活
動
し
や
す
い
環
境
条
件
を
整
え
る
。

さ
ら
に
は
、
N
P
O
団
体
と
の
連
携
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。

公
民
館
活
動
は
コ
ロ
ナ
対
策
を
浸
透
さ
せ
、
安
全
な
利
用
に
よ
る
参
加
者
増
と
「
ま
な
び
の
メ
ニ
ュ
ー
」
さ
ら
な
る
紹
介
を
目
指
す
。

新
図
書
館
建
設
に
つ
い
て
は
「
新
し
い
図
書
館
を
創
ろ
う
会
」
を
立
ち
上
げ
、
市
民
み
ん
な
で
つ
く
る
「
ま
ち
じ
ゅ
う
ど
こ
で
も
図
書
館
構

想
」
を
実
践
し
て
い
く
。

社
会
教
育
課
長

横
谷

重
樹

公
民
館
活
動
課
長

波
多
野

靖
成

【
翌
年
度
の
取
組
目
標
】

今
後
、
地
域
学
校
協
働
本
部
事
業
と
学
校
運
営
協
議
会
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
）
を
一
体
的
に
推
進
す
る
こ
と
で
、
相
乗
効
果
を
発

揮
し
学
校
運
営
の
改
善
と
地
域
づ
く
り
が
同
時
に
進
ん
で
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

公
民
館
は
幅
広
い
年
代
の
参
加
が
見
込
ま
れ
る
集
い
の
場
を
広
報
発
信
し
、
少
な
い
年
代
の
利
用
者
増
を
図
る
。

新
図
書
館
は
設
計
が
完
了
し
た
ら
建
設
に
取
り
組
む
。

二 次 評 価 者

役
職

社
会
教
育
部
長

生
涯
学
習
の
充
実
は
、
市
民
が
自
由
に
選
べ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
い
か
に
提
供
し
て
い
く
か
が
重
要
で
あ
る
。

地
域
学
校
協
働
や
ま
な
び
塾
は
、
マ
ン
ネ
リ
化
す
る
こ
と
な
く
、
市
民
が
新
た
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
メ
ニ
ュ
ー
を
広
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

図
書
館
は
、
こ
れ
か
ら
の
生
涯
学
習
の
中
心
に
な
る
も
の
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
創
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

氏
名

波
多
野

靖
成

政
策

1
誰
も
が
い
つ
ま
で
も
成
長
し
続
け
、
輝
け
る
ま
ち
（
教
育
・
文
化
）

施
策

0
1

生
涯
学
習
の
充
実

課
　
題

具
体
的
に
実
施
し
た
事
業
や
取
組

事
業
や
取
組
の
概
要

予
算
執
行
（
万
円
）

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

（
ど
の
く
ら
い
の
事
業
や
取
組
を
行
っ
た
か
）

ア
ウ
ト
カ
ム

(ど
れ
だ
け
の
成
果
が
得
ら
れ
た
か
）

「
学
び
」
の
環
境
づ
く
り

地
域
学
校
協
働
本
部
事
業

地
域
と
学
校
の
連
携
・
協
働
活
動

2
3
9
万
円

市
内
9
本
部
１
１
学
校
で
実
施

支
援
者
数
（
の
べ
）
4
9
4
1
人

「
学
び
」
の
環
境
づ
く
り

備
前
ま
な
び
塾
＋
土
曜
日
・
長
期
休
業
講
座

公
民
館
を
活
用
し
た
学
習
支
援

2
0
8
万
円

市
内
1
0
公
民
館
で
2
0
回
程
度
ず
つ
実
施

登
録
者
数
（
率
）
2
5
3
名
（
1
6
.7
％
）

魅
力
あ
る
図
書
館
づ
く
り

図
書
館
運
営
事
業
（
図
書
館
）

読
書
推
進
に
関
す
る
講
座
な
ど
を
行
う

1
万
円

２
講
座

募
集
定
員
の
充
足
率
5
9
%

公
民
館
活
動
の
充
実

公
民
館
講
座
事
業
（
中
央
公
民
館
）

地
域
で
学
ぶ
講
座
、
親
子
で
体
験
す
る
講
座

な
ど
を
行
う

1
1
万
円

２
講
座

募
集
定
員
の
充
足
率
7
7
%

公
民
館
活
動
の
充
実

公
民
館
講
座
事
業
（
日
生
地
域
公
民
館
）

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
講
座
を
行
う

3
万
円

１
講
座

募
集
定
員
の
充
足
率
7
0
%

公
民
館
活
動
の
充
実

公
民
館
講
座
事
業
（
吉
永
地
域
公
民
館
）

幅
広
い
世
代
の
方
に
参
加
で
き
る
講
座
を
行
う

1
万
円

１
講
座

募
集
定
員
の
充
足
率
5
3
%

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

(ど
の
く
ら
い
事
業
や
取
組
を
行
っ
た
か

)

ア
ウ
ト
カ
ム

(ど
れ
だ
け
の
成
果
が
得
ら
れ
た
か

)

支
援
者
数
（
延
べ
）
4
9
4
1
人

市
内
9
本
部
1
1
学
校
で
実
施

市
内
1
0
公
民
館
で
2
0
回
ず
つ
実
施
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※
特
別
会
計
は
除
く

認
定
こ
ど
も
園
（
以
下
、
「
こ
ど
も
園
」
と
い
う
。
）
、
保
育
園
、
民
間
の
小
規
模
保
育
園
、
認
可
外
保
育
施
設
の
環
境
が
整
い
、
家
庭
保
育
と
就
園
児
の
両
方
が

等
し
く
幼
児
教
育
を
受
け
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
支
援
を
必
要
と
す
る
就
園
児
に
は
地
域
の
子
育
て
機
関
な
ど
と
連
絡
を
密
に
し
、
こ
ど
も
園
・
保

育
園
・
小
学
校
の
積
極
的
な
連
携
に
よ
り
、
子
ど
も
の
発
達
や
学
び
の
接
続
が
で
き
て
い
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

施
策
の
方
向
性
・目

標
（
総
合
計
画
よ
り
）

【
待
機
児
童
の
解
消
】

・
保
育
料
の
無
償
化
に
よ
り
、

0
～

2
歳
児
の
入
園
希
望
者
が
増
加
し
た
結
果
、
待
機
児
童
が
発
生

し
入
園
し
た
い
園
に
入
れ
な
い
家
庭
が
あ
る
た
め
、
待
機
児
童
解
消
へ
向
け
た
対
策
が
必
要
で
す
。

【
保
育
士
・
保
育
教
諭
の
人
材
確
保
】

・
0
～

2
歳
児
に
お
け
る
保
育
料
の
無
償
化
に
よ
り
保
育
需
要
が
増
大
し
て
い
る
た
め
、
受
入
れ
に

対
応
で
き
る
保
育
士
・
保
育
教
諭
の
人
材
確
保
が
必
要
で
す
。

【
支
援
が
必
要
な
園
児
へ
の
対
応
】

・
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
が
増
え
て
お
り
、
保
育
士
配
置
基
準
以
上
の
保
育
士
を
配
置
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
保
育
士
・
保
育
教
諭
の
人
材
確
保
が
必
要
で
す
。

【
保
護
者
等
か
ら
の
相
談
対
応
】

・
保
護
者
等
か
ら
の
相
談
対
応
に
つ
い
て
は
、
保
育
士
・
保
育
教
諭
が
複
数
名
、
長
時
間
の
対
応
を

求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
た
め
、
保
育
士
・
保
育
教
諭
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。

【
こ
ど
も
園
・
保
育
園
と
小
学
校
と
の
連
携
】

・
こ
ど
も
園
・
保
育
園
の

5
歳
児
か
ら
小
学
校

1
年
生
へ
、
互
い
の
交
流
を
促
進
し
、
子
ど
も
た
ち

の
成
長
や
学
び
の
状
況
に
つ
い
て
円
滑
な
引
き
継
ぎ
が
必
要
で
す
。

現
状
と
解
決
す
べ
き
課
題

令
和

4
年
度

施
策
評
価
シ
ー
ト
（
評
価
対
象

R
3
年
度
）

【
幼
児
教
育
課
】

政
策

1
誰
も
が
い
つ
ま
で
も
成
長
し
続
け
、
輝
け
る
ま
ち
（
教
育
・
文
化
）

施
策

0
2

就
学
前
の
教
育
、
保
育
等
の
充
実

経
常
的
経
費

臨
時
的
経
費

5
,5

5
6
 

7
,1

1
0
 

特
定
財
源
の
活
用
（
万
円
）

経
常
的
経
費

臨
時
的
経
費

1
4
,5

2
6
 

1
0
,9

2
5
 

経
費
の
内
訳
（
万
円
）
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9
0
.9

%

9
6
.5

%
9

4
.1

%
9
6
.6

%
9
4
.8

%
1
0
0
.0

%

H
2

9
H

3
0

R
1

R
2

R
3

R
6

「
子
ど
も
が
楽
し
く
園
に
通
っ
て
い
る
」
と
思
う

割
合

指
標

目
標

1
6

2
1

2
3

1
6

1
9

4
0

H
2

9
H

3
0

R
1

R
2

R
3

R
6

私
立
保
育
園
・
認
可
外
保
育
へ
の
入
所
人
数

（
人
）

指
標

目
標

成
果
指
標
（
達
成
し
た
い
目
標
）

6
4
0

1
,1

6
0

2
,1

8
9

2
,1

6
8

2
,7

8
0 1

,0
0
0

H
2

9
H

3
0

R
1

R
2

R
3

R
6

一
時
保
育
利
用
人
数
（
人
）

指
標

目
標

成
果
指
標
の
分
析

保
護
者
の
就
労
形
態
の
多
様
化
を
背
景
に
、
緊
急

的
・
一
時
的
に
保
育
を
必
要
と
す
る
児
童
が
顕
著
に
増

加
し
て
い
る
。

7
0
.5

%
7
3
.6

%
7
3
.3

%
7
1
.0

%
7
2
.6

%

8
0
.0

%

H
2

9
H

3
0

R
1

R
2

R
3

R
6

公
立
保
育
園
・
こ
ど
も
園
へ
の
入
園
率

指
標

目
標

成
果
指
標
の
分
析

保
育
料
の
無
償
化
等
の
影
響
に
よ
り
、
入
園
率
は
増

加
傾
向
と
な
っ
て
い
る
が
、
受
入
れ
体
制
を
整
え
て
一

層
の
増
加
を
目
指
す
。

成
果
指
標
の
分
析

令
和

4
年

4
月
に
本
格
運
営
と
な
っ
て
い
る
小
規
模
保

育
所
の
整
備
な
ど
に
よ
り
、
入
所
者
数
の
達
成
を
見
込

ん
で
い
る
。

成
果
指
標
の
分
析

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
満
足
度
は
概
ね
高
い
水

準
で
推
移
し
て
お
り
、
保
育
の
質
向
上
な
ど
に
よ
り
目

標
数
値
を
目
指
す
。

指 標 の 説 明

【
一
時
保
育
利
用
人
数
】
伊
部
・
日
生
・
吉
永
認
定
こ
ど
も
園
の
年
間
一
時
保
育
利
用
人
数
の
合
計

【
公
立
保
育
園
・
こ
ど
も
園
へ
の
入
園
率
】
全
入
園
児
数
÷
0
～
6
歳
未
満
の
児
童
数

【
「
子
ど
も
が
楽
し
く
園
に
通
っ
て
い
る
」
と
思
う
割
合
】
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
回
答
の
あ
っ
た
割
合
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課
題
に
対
す
る
主
な
取
組

施
策
の
評
価

一 次 評 価 者

役
職

氏
名

【
進
行
年
度
の
取
組
内
容
】

（
課
題
解
決
状
況
）

待
機
児
童
の
解
消
に
資
す
る
た
め
、
民
間
に
よ
る
小
規
模
保
育
所
の
運
営
が
開
始
さ
れ
る
と
と
も
に
、
認
可
外
保
育
所
等
利
用
に
対
す
る
保

育
料
助
成
も
継
続
的
に
交
付
し
て
い
る
。

ま
た
、
保
育
IC
T
化
事
業
に
よ
る
保
育
士
の
業
務
改
善
や
人
材
確
保
、
支
援
が
必
要
な
園
児
に
関
す
る
研
修
、
小
学
校
と
の
連
携
等
を
進
め

て
い
る
。

幼
児
教
育
課
長

竹
林

幸
作

【
翌
年
度
の
取
組
目
標
】

子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
、
保
育
料
無
償
化
な
ど
に
よ
る
市
民
満
足
度
は
高
い
も
の
の
、
0
歳
児
か
ら
2
歳
児
で
待
機
児
童
が
発
生

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
こ
う
し
た
保
育
需
要
へ
の
対
応
と
質
の
高
い
保
育
を
提
供
す
る
た
め
、
保
育
教
諭
等
の
人
材
確
保
や
研
修
に
よ
る
人

材
育
成
、
さ
ら
に
は
業
務
負
担
の
軽
減
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
。

二 次 評 価 者

役
職

教
育
振
興
部
長

上
記
取
組
の
結
果
、
各
課
題
解
消
に
向
け
一
部
に
成
果
は
得
て
い
る
が
、
課
題
解
消
に
は
至
ら
ず
と
も
、
即
時
に
成
果
を
求
め
難
く
経
年
で
の
成
果
分
析
を
検

討
す
る
課
題
も
あ
り
、
今
後
も
各
取
組
は
複
合
的
か
つ
継
続
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
多
様
な
保
育
需
要
へ
の
対
応
と
、
認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
園
と
小
学
校
の
間
の
連
携
を
さ
ら
に
充
実
し
て
い
く
た
め
、
現
状
の
保
育
制
度
（
補
助
及
び

助
成
制
度
を
含
む
）
の
点
検
、
改
善
及
び
実
行
の
積
み
重
ね
が
急
務
で
あ
る
。

さ
ら
に
は
、
継
続
的
な
職
場
環
境
の
整
備
と
処
遇
改
善
の
検
討
を
含
め
た
人
材
確
保
や
、
研
修
を
よ
り
充
実
さ
せ
人
材
育
成
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
質
の
高
い

保
育
を
安
定
し
て
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

氏
名

石
原

史
章

政
策

1
誰
も
が
い
つ
ま
で
も
成
長
し
続
け
、
輝
け
る
ま
ち
（
教
育
・
文
化
）

施
策

0
2

就
学
前
の
教
育
、
保
育
等
の
充
実

課
　
題

具
体
的
に
実
施
し
た
事
業
や
取
組

事
業
や
取
組
の
概
要

予
算
執
行
（
万
円
）

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

（
ど
の
く
ら
い
の
事
業
や
取
組
を
行
っ
た
か
）

ア
ウ
ト
カ
ム

(ど
れ
だ
け
の
成
果
が
得
ら
れ
た
か
）

待
機
児
童
の
解
消

小
規
模
保
育
所
整
備
事
業

N
P
O
法
人
が
整
備
す
る
小
規
模
保
育
所
整
備
に
対

し
て
補
助
す
る
。

6
,7
7
6
万
円

N
P
O
法
人
へ
の
施
設
整
備
補
助
金

待
機
児
童
数
の
減
少

（
R
3
対
比
：
6
人
減
）

待
機
児
童
の
解
消

認
可
外
保
育
施
設
等
利
用
助
成
金

認
可
外
保
育
施
設
等
に
入
所
す
る
児
童
の
保
護
者

に
対
し
て
保
育
料
を
助
成
す
る
。

7
0
8
万
円

認
可
外
施
設
の
利
用
助
成
金

（
対
象
児
童
　
2
8
人
）

同
上

保
育
士
・
保
育
教
諭
の
人
材
確
保

保
育
IC
T
化
推
進
事
業

保
育
士
の
業
務
改
善
に
よ
り
保
育
の
質
向
上
の
た
め

園
の
IC
T
化
を
進
め
る
。

1
,9
0
9
万
円

園
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
、
保
育
業
務
支
援
シ
ス
テ

ム
の
導
入

令
和
4
年
度
に
運
用
開
始

（
登
降
園
管
理
、
保
護
者
連
絡
等
）

支
援
が
必
要
な
園
児
へ
の
対
応

職
員
研
修
委
託
事
業

支
援
が
必
要
な
園
児
の
把
握
、
適
切
な
支
援
に
向
け

た
研
修
を
行
う
。

4
5
万
円

職
員
研
修
の
実
施
回
数

（
市
内
保
育
園
・
こ
ど
も
園
　
3
0
回
）

支
援
対
象
児
童
　
6
4
人

こ
ど
も
園
・
保
育
園
と
小
学
校
と
の
連
携

接
続
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
推
進

接
続
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
取
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
内

容
を
検
証
す
る
。

－
こ
ど
も
園
・
保
育
園
と
小
学
校
と
の
交
流
促
進
及

び
情
報
共
有

就
学
前
か
ら
小
学
校
へ
の
円
滑
な
接
続

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

(ど
の
く
ら
い
事
業
や
取
組
を
行
っ
た
か

)
ア
ウ
ト
カ
ム

(ど
れ
だ
け
の
成
果
が
得
ら
れ
た
か

)
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※
特
別
会
計
は
除
く

子
ど
も
た
ち
が
、
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し
、
学
び
に
出
会
う
機
会
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
備
前
市
で
学
ん
だ
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
抜
く
力
を
獲
得
で
き
る
教
育
が
行
わ
れ
、
「
生
き
る
力
」
「
創
造
す
る
勇
気
」
「
郷
土
を
愛
す
る
心
」
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
目

指
し
ま
す
。

施
策
の
方
向
性
・目

標
（
総
合
計
画
よ
り
）

【
IC

T環
境
を
活
用
し
た
教
育
の
充
実
】

・
教
職
員
の

IC
T機

器
活
用
ス
キ
ル
の
向
上
や

IC
T機

器
活
用
に
よ
る
授
業
改
善
に
向
け
た
取
組
が
必
要
で
す
。

【
A

LT
を
活
用
し
た
外
国
語
教
育
環
境
の
充
実
と
周
知
】

・
A

LT
全
校
配
置
後
の
学
力
調
査
結
果
に
は
外
国
語
教
育
環
境
充
実
の
効
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
と
の

A
LT
活
用
イ
メ
ー
ジ
の
共
有
が
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
家

庭
・
地
域
・
学
校
が
一
体
と
な
り
、
外
国
語
教
育
環
境
を
よ
り
効
果
的
に
活
用
す
る
た
め
に
は
、
情
報
発
信

の
充
実
及
び
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
踏
ま
え
た
活
用
方
法
の
一
層
の
充
実
が
必
要
で
す
。

【
学
校
図
書
館
司
書
全
校
配
置
に
よ
る
教
育
環
境
の
充
実
と
周
知
】

・
学
校
図
書
館
司
書
が
全
校
配
置
さ
れ
、
効
果
的
な
活
用
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
と
の
学
校
図
書
館
司
書
の
活
用
イ
メ
ー
ジ
の
共
有
が
十
分
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
家
庭
・
地
域
・
学
校
が
一
体
と
な
り
、
学
校
図
書
館
を
よ
り
効
果
的
に
活
用
す
る
た
め
に
は
、

情
報
発
信
の
充
実
及
び
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
踏
ま
え
た
活
用
方
法
の
一
層
の
充
実
が
必
要
で
す
。

【
片
上
高
等
学
校
の
魅
力
化
推
進
及
び
周
知
】

・
継
続
的
に
片
上
高
等
学
校
の
教
育
活
動
の
特
色
や
魅
力
の
強
化
と
周
知
が
必
要
で
す
。

【
学
校
の
再
編
整
備
の
検
討
】

・
少
子
化
が
進
ん
で
お
り
、
学
校
規
模
が
小
規
模
化
し
て
い
る
中
、
効
果
的
な
学
校
運
営
や
教
育
機
会
の
均

等
の
観
点
か
ら
学
校
規
模
の
適
正
化
と
地
域
に
お
け
る
学
校
の
重
要
性
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
必
要
で
す
。

【
学
校
等
教
育
施
設
の
老
朽
化
対
策
】

・
昭
和

4
0
～

6
0
年
代
に
集
中
的
に
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
る
た
め
、
老
朽
化
が
進
み
、
将
来
一
斉
に
更
新
時

期
を
迎
え
る
た
め
、
計
画
的
な
改
修
や
更
新
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
施
設
の
整
備
も
必
要
で
す
。

現
状
と
解
決
す
べ
き
課
題

令
和

4
年
度

施
策
評
価
シ
ー
ト
（
評
価
対
象

R
3
年
度
）

【
小
中
一
貫
教
育
課
・
教
育
総
務
課
】

政
策

1
誰
も
が
い
つ
ま
で
も
成
長
し
続
け
、
輝
け
る
ま
ち
（
教
育
・
文
化
）

施
策

0
3

学
校
教
育
の
充
実

経
常
的
経
費

臨
時
的
経
費

6
4
,1

9
2
 

1
5
,2

7
7
 

経
費
の
内
訳
（
万
円
）

経
常
的
経
費

臨
時
的
経
費

2
5
3
 

6
,2

1
4
 

特
定
財
源
の
活
用
（
万
円
）
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9
1

.7
 

8
5

.7
 

9
0

.0
 

8
5

.7
 

1
0

0
.0

 

9
0
.0

 

H
2

9
H

3
0

R
1

R
2

R
3

R
6

希
望
進
路
意
識
・
進
路
決
定
率
（
％
）

指
標

目
標

9
0
.0

 

H
2

9
H

3
0

R
1

R
2

R
3

R
6

貸
出
冊
数
・
学
校
図
書
満
足
度
（
％
）

指
標

目
標

成
果
指
標
（
達
成
し
た
い
目
標
）

8
6
.0

 

8
0
.0

 

H
2

9
H

3
0

R
1

R
2

R
3

R
6

IC
T
活
用
ス
キ
ル
達
成
度

・
IC
T
環
境
満
足
度
（
％
）

指
標

目
標

成
果
指
標
の
分
析

教
員
の

IC
T活

用
ス
キ
ル
達
成
度
に
つ
い
て
は

8
6
％
で

あ
っ
た
。
児
童
生
徒
の

IC
T環
境
満
足
度
に
係
る
調
査
は

令
和

4
年
度
か
ら
実
施
予
定
。

9
5
.0

 

9
0
.0

 

H
2

9
H

3
0

R
1

R
2

R
3

R
6

外
国
語
教
育
環
境
満
足
度
（
％
）

指
標

目
標

成
果
指
標
の
分
析

教
員
の
外
国
語
教
育
環
境
満
足
度
に
つ
い
て
は

9
5
％

で
あ
っ
た
。
児
童
生
徒
の
外
国
語
環
境
満
足
度
に
係
る

調
査
は
令
和

4
年
度
か
ら
実
施
予
定
。

成
果
指
標
の
分
析

児
童
生
徒
の
学
校
図
書
満
足
度
に
係
る
調
査
は
令
和

4

年
度
か
ら
実
施
予
定
。

成
果
指
標
の
分
析

片
上
高
等
学
校
に
お
い
て
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充

実
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
年
度
に
よ
っ
て
数
値
は
変

わ
っ
て
く
る
も
の
の
、
概
ね
目
標
値
並
み
と
な
っ
て
い

る
。

指 標 の 説 明

【
IC
T
活
用
ス
キ
ル
達
成
度
・
IC
T
環
境
満
足
度
】
IC
T
活
用
ス
キ
ル
達
成
度
(教

員
)と
IC
T
環
境
満
足
度
(児

童
生
徒
)の

平
均
値
（
備
前
市
学
習
環
境
に
関
す
る
調
査
よ
り
）

【
外
国
語
教
育
環
境
満
足
度
】
複
数
調
査
項
目
の
平
均
値
（
備
前
市
学
習
環
境
に
関
す
る
調
査
よ
り
）

【
貸
出
冊
数
・
学
校
図
書
満
足
度
】
貸
出
冊
数
の
達
成
率
と
学
校
図
書
満
足
度
平
均
値
（
備
前
市
学
習
環
境
に
関
す
る
調
査
よ
り
）

【
希
望
進
路
意
識
・
進
路
決
定
率
】
希
望
す
る
進
路
が
決
定
し
て
い
る
生
徒
の
割
合
（
進
路
意
識
調
査
・
進
路
決
定
調
査
よ
り
）
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課
題
に
対
す
る
主
な
取
組

施
策
の
評
価

一 次 評 価 者

役
職

氏
名

【
進
行
年
度
の
取
組
内
容
】

（
課
題
解
決
状
況
）

IC
T
機
器
活
用
に
よ
る
授
業
改
善
を
推
進
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
年
度
当
初
か
ら
A
L
T
を
配
置
で
き
、
外
国
語
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

教
員
と
学
校
図
書
館
司
書
と
が
連
携
し
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
や
図
書
資
料
の
活
用
を
推
進
し
て
い
る
。

片
上
高
等
学
校
に
お
い
て
は
、
卒
業
後
を
見
越
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

小
中
一
貫
教
育
課
長

谷
口

健
一

教
育
総
務
課
長

竹
林

伊
久
磨

【
翌
年
度
の
取
組
目
標
】

備
前
市
IC
T
運
営
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
用
に
よ
り
、
教
員
の
授
業
に
お
け
る
IC
T
活
用
ス
キ
ル
の
向
上
を
図
り
、
授
業
改
善
を
進
め
る
。

A
L
T
活
用
に
係
る
好
事
例
の
情
報
を
収
集
し
、
よ
り
効
果
的
な
活
用
方
法
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

学
校
図
書
館
司
書
の
活
躍
の
場
の
多
様
化
を
進
め
る
。

片
上
高
等
学
校
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
に
係
る
取
組
の
支
援
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

二 次 評 価 者

役
職

教
育
振
興
部
長

上
記
取
組
の
結
果
、
各
課
題
解
消
に
向
け
一
定
の
成
果
を
得
て
い
る
。

な
お
、
IC
T
機
器
活
用
に
よ
る
授
業
改
善
へ
の
取
組
な
ど
、
課
題
の
多
く
は
単
年
度
で
の
成
果
の
み
な
ら
ず
、
児
童
生
徒
の
経
年
で
の
効
果
分
析
と
併
せ
て
検
証

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
A
L
T
及
び
学
校
図
書
館
司
書
の
全
校
配
置
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
授
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
効
果
的
に
活
躍
の
場
を
よ
り
一
層
多
様
化
さ
せ
る
な
ど
、

系
統
的
取
組
の
中
で
検
証
し
、
改
善
を
積
み
重
ね
、
授
業
効
果
を
高
め
て
い
く
取
組
が
重
要
で
あ
る
。

氏
名

石
原

史
章

政
策

1
誰
も
が
い
つ
ま
で
も
成
長
し
続
け
、
輝
け
る
ま
ち
（
教
育
・
文
化
）

施
策

0
3

学
校
教
育
の
充
実

課
　
題

具
体
的
に
実
施
し
た
事
業
や
取
組

事
業
や
取
組
の
概
要

予
算
執
行
（
万
円
）

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

（
ど
の
く
ら
い
の
事
業
や
取
組
を
行
っ
た
か
）

ア
ウ
ト
カ
ム

(ど
れ
だ
け
の
成
果
が
得
ら
れ
た
か
）

IC
T
環
境
を
活
用
し
た
教
育
の
充
実

家
庭
学
習
の
た
め
の
通
信
機
器
整
備
支
援
事
業

ネ
ッ
ト
環
境
が
な
い
家
庭
へ
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
を

配
置
す
る
。

6
1
万
円

小
中
学
校
用
に
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
を
5
0
台
購
入
し
た
。
各
家
庭
で
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
が
で
き
る
環
境
が
整
っ
た
。

A
LT
を
活
用
し
た
外
国
語
教
育
環
境
の
充

実
と
周
知

A
LT
配
置
事
業

A
LT
を
1
校
1
名
配
置
す
る
。

8
,4
2
2
万
円

A
LT
の
学
校
配
置
率
　
1
0
0
％

岡
山
県
学
力
・
学
習
状
況
調
査
で
、
基
礎
・
活
用
と
も
に

県
平
均
値
を
上
回
っ
て
い
る
。

（
基
礎
5
6
.4
、
活
用
4
9
.7
)

学
校
図
書
館
司
書
全
校
配
置
に
よ
る
教
育

環
境
の
充
実
と
周
知

学
校
図
書
館
運
営
事
業

学
校
図
書
館
の
充
実
及
び
児
童
の
読
書
活
動

の
推
進
を
図
る
。

4
,5
0
0
万
円

小
中
学
校
全
校
に
図
書
館
司
書
を
配
置
し
た
。

1
人
あ
た
り
の
貸
出
冊
数
は
良
好
で
あ
る
。

片
上
高
等
学
校
の
魅
力
化
推
進
及
び
周
知

感
染
症
対
策
等
の
学
校
教
育
活
動
継
続
支
援
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
目
的
と

し
た
物
品
購
入

1
,8
1
0
万
円

無
線
L
A
N
機
器
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
等
備
品
と

消
耗
品
を
購
入
し
た
。

校
内
感
染
予
防
対
策
を
実
施
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
が

で
き
る
環
境
が
整
っ
た
。

学
校
の
再
編
整
備
の
検
討

事
業
実
施
な
し

事
業
実
施
な
し

ー
実
績
な
し

実
績
な
し

学
校
等
教
育
施
設
の
老
朽
化
対
策

老
朽
化
し
た
施
設
の
改
修
事
業

屋
上
防
水
の
改
修
及
び
屋
外
ト
イ
レ
の
改
築

2
,5
0
0
万
円

吉
永
小
学
校
の
屋
上
防
水
改
修

吉
永
中
学
校
の
屋
外
ト
イ
レ
の
改
築

上
記
の
工
事
を
完
了

老
朽
化
し
た
施
設
を
改
修
す
る
こ
と
で
、
安
全
な
学
習
環

境
を
整
え
た
。

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

(ど
の
く
ら
い
事
業
や
取
組
を
行
っ
た
か

)

ア
ウ
ト
カ
ム

(ど
れ
だ
け
の
成
果
が
得
ら
れ
た
か

)

片
上
高
等
学
校
の
魅
力
化
推
進
と
周
知
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※
特
別
会
計
は
除
く

本
市
の
歴
史
・
文
化
を
守
り
、
未
来
に
伝
え
る
た
め
の
保
存
と
活
用
を
進
め
る
中
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
学
び
、
そ
こ
に
住
む
こ
と
に
誇
り

や
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
、
新
た
な
文
化
的
魅
力
の
創
出
と
情
報
発
信
に
よ
る
交
流
が
生
ま
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
誰
も
が
身
近
な
と
こ
ろ
で
、
い
つ
で
も
、
気
軽
に
芸
術
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

施
策
の
方
向
性
・目

標
（
総
合
計
画
よ
り
）

【
歴
史
・
文
化
に
関
す
る
調
査
・
整
備
】

・
歴
史
・
文
化
に
関
す
る
調
査
が
で
き
て
い
な
い
も
の
や
、
調
査
が
さ
れ
て
い
て
も
活
用
の
た
め
の

環
境
整
備
等
が
で
き
て
い
な
い
た
め
認
識
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
り
、
市
民
へ
周
知
で
き
る
よ
う

調
査
や
整
備
が
必
要
で
す
。

【
歴
史
・
文
化
に
関
わ
る
人
材
確
保
】

・
歴
史
・
文
化
や
芸
術
活
動
を
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
市
民
が
少
な
く
、
特
に
若
者
の
関
心
が
低
い

状
態
で
す
。

・
地
域
の
歴
史
・
文
化
等
に
係
る
人
材
を
地
域
ぐ
る
み
で
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

【
歴
史
・
文
化
の
市
民
理
解
や

P
R
活
動
】

・
歴
史
や
文
化
を
学
び
、
地
域
の
成
り
立
ち
を
理
解
し
た
上
で
、
守
り
伝
え
、
活
か
し
な
が
ら
、
そ

の
活
動
を
知
る
機
会
を
設
け
る
と
と
も
に
、
文
化
遺
産
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

・
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
の
実
感
で
き
る
心
豊
か
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
芸
術
文
化
に
気
軽
に
触

れ
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

【
複
数
あ
る
文
化
施
設
の
整
理
】

・
文
化
施
設
は
、
老
朽
化
等
に
よ
り
大
規
模
改
修
や
耐
震
化
等
が
必
要
な
施
設
が
多
い
状
況
で
す
。

ま
た
、
類
似
施
設
も
あ
り
、
機
能
の
集
約
化
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

現
状
と
解
決
す
べ
き
課
題

令
和

4
年
度

施
策
評
価
シ
ー
ト
（
評
価
対
象

R
3
年
度
）

【
教
育
文
化
振
興
課
】

政
策

1
誰
も
が
い
つ
ま
で
も
成
長
し
続
け
、
輝
け
る
ま
ち
（
教
育
・
文
化
）

施
策

0
4

歴
史
文
化
の
活
用
と
伝
統
文
化
の
継
承

経
常
的
経
費

臨
時
的
経
費

4
,5

0
0
 

4
,4

7
5
 

経
費
の
内
訳
（
万
円
）

経
常
的
経
費

臨
時
的
経
費

2
2
3
 

2
,9

4
8
 

特
定
財
源
の
活
用
（
万
円
）
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7
8
9

8
2
0

8
1
0

1
4
6

2
5
6

8
5
0

H
2

9
H

3
0

R
1

R
2

R
3

R
6

文
化
施
設
開
催
の
講
座
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

参
加
者
数
（
人
）

指
標

目
標

9
0
.0

%

H
2

9
H

3
0

R
1

R
2

R
3

R
6

出
前
授
業
等
の
市
内
教
育
関
連
事
業
で

行
っ
た
内
容
の
理
解
度

指
標

目
標

成
果
指
標
（
達
成
し
た
い
目
標
）

7
7

7
8

8

1
9

H
2

9
H

3
0

R
1

R
2

R
3

R
6

市
内
文
化
財
の
新
規
指
定
等
の

候
補
件
数
（
累
計
）
（
件
）

指
標

目
標

成
果
指
標
の
分
析

市
内
文
化
財
の
全
体
的
な
調
査
を
実
施
予
定
。
今
年

度
は
仏
画
の
全
体
的
な
調
査
を
実
施
し
な
が
ら
、
新
規

指
定
候
補
を
検
討
し
、
目
標
達
成
を
目
指
す
。

0
0

0

1
0
0

H
2

9
H

3
0

R
1

R
2

R
3

R
6

論
語
か
る
た
大
会
の
参
加
者
数
（
人
）

指
標

目
標

成
果
指
標
の
分
析

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
止
む
無
く
中
止
。
令
和

4
年
度
の

初
開
催
を
期
待
し
、
コ
ロ
ナ
収
束
後
の
早
い
時
期
に
、

目
標
人
数
の
達
成
を
目
指
す
。

成
果
指
標
の
分
析

市
ゆ
か
り
の
偉
人
マ
ン
ガ
、
絵
本
を
制
作
し
た
も
の
の
、
令
和

3
年
度
は

学
校
教
育
で
の
活
用
、
出
前
授
業
ま
で
は
至
ら
ず
。
学
校
教
育
で
の
活
用
は

令
和

4
年
度
実
施
。

論
語
か
る
た
に
つ
い
て
は
、
大
会
中
止
も
、
備
前
緑
陽
高
校
国
語
科
で
の

論
語
か
る
た
体
験
、
み
ら
い
学
で
の
研
究
発
表
並
び
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
協
会
と
も
大
会
へ
向
け
て
の
審
判
講
習
会
等
が
実
施
で
き
た
。

成
果
指
標
の
分
析

コ
ロ
ナ
過
に
よ
る
参
加
者
の
減
少
は
あ
っ
た
が
、
少

し
回
復
し
て
い
る
。
今
後
、

S
N

S
等
に
よ
り
若
者
層
へ

の
情
報
発
信
を
行
い
、
目
標
達
成
を
目
指
す
。

1
0
0
 

8
0
0
 

1
0
,0

0
0
 

H
2

9
H

3
0

R
1

R
2

R
3

R
6

文
化
関
連
で
発
信
し
た
Y
o
u
T
u
b
e
動
画

再
生
回
数
（
累
計
）
（
回
）

指
標

目
標

成
果
指
標
の
分
析

コ
ロ
ナ
過
に
よ
り
、
動
画
で
の
展
示
解
説
が
増
え
、

閲
覧
数
も
伸
び
て
き
た
。
今
後
も
動
画
の
数
を
増
や

し
、

Tw
it
te

r等
と
連
携
す
る
こ
と
で
再
生
回
数
の
増
加

を
目
指
す
。

指 標 の 説 明

【
市
内
文
化
財
の
新
規
指
定
等
の
候
補
件
数
（
累
計
）
】
対
象
文
化
財
の
調
査
件
数
（
文
献
調
査
及
び
現
地
調
査
）

【
出
前
授
業
等
の
市
内
教
育
関
連
事
業
で
行
っ
た
内
容
の
理
解
度
】
出
前
授
業
等
に
お
け
る
児
童
生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
回
答
の
あ
っ
た
割
合

【
芸
術
文
化
に
接
す
る
機
会
が
あ
っ
た
市
民
の
割
合
】
市
民
意
識
調
査
に
よ
り
回
答
の
あ
っ
た
割
合

4
0
.0

%
3

6
.8

%
2

6
.9

%

4
5
.0

%

H
2

9
H

3
0

R
1

R
2

R
3

R
6

芸
術
文
化
に
接
す
る
機
会
が
あ
っ
た

市
民
の
割
合

指
標

目
標

成
果
指
標
の
分
析

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
大
幅
な
減
少
が
続
く
。
コ
ロ
ナ
の

早
期
収
束
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
の
イ
ベ
ン
ト
、
催
し
の

再
開
を
願
い
な
が
ら
、
新
規
事
業
も
打
ち
つ
つ
、
コ
ロ

ナ
収
束
後
早
期
の
目
標
達
成
を
目
指
す
。
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課
題
に
対
す
る
主
な
取
組

施
策
の
評
価

一 次 評 価 者

役
職

氏
名

【
進
行
年
度
の
取
組
内
容
】

（
課
題
解
決
状
況
）

地
域
の
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
令
和
2
年
度
か
ら
進
め
て
い
る
井
田
調
査
事
業
を
は
じ
め
、
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
に
基
づ
き
、
計
画
的

な
保
存
・
活
用
・
整
備
を
行
っ
て
い
く
。

旧
閑
谷
学
校
に
つ
い
て
は
、
4
市
で
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
活
動
及
び
熊
沢
蕃
山
の
マ
ン
ガ
や
創
作
絵
本
を
活
用
し
、
魅
力
発
信
・
情
報

発
信
を
行
っ
て
い
く
。

文
化
施
設
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
過
の
対
応
策
と
し
て
Y
o
u
T
u
b
e
に
よ
る
動
画
配
信
を
行
っ
て
い
る
。
施
設
の
集
約
化
も
検
討
し
て
い
く
。

文
化
芸
術
活
動
に
つ
い
て
は
、
文
学
賞
な
ど
の
従
前
の
事
業
及
び
新
規
事
業
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
芸
術
活
動
の
振
興
を
図
っ
て
い
く
。

教
育
文
化
振
興
課
長

畑
下

昌
代

【
翌
年
度
の
取
組
目
標
】

今
後
も
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
文
化
財
保
存
活
用
計
画
に
基
づ
い
た
事
業
を
実
施
し
、
計
画
的
な
保
存
・
活
用
。
整
備
を
行
っ
て
い
く
。

旧
閑
谷
学
校
に
つ
い
て
は
、
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
4
市
で
の
活
動
と
日
本
遺
産
「
旧
閑
谷
学
校
」
「
備
前
焼
」
「
北
前
船
」
に
つ
い
て
文

化
観
光
課
、
備
前
焼
振
興
課
と
連
携
し
関
連
史
跡
の
魅
力
発
信
を
行
っ
て
い
く
。

文
化
施
設
に
つ
い
て
は
、
企
画
展
等
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
施
設
の
集
約
化
も
進
め
て
い
く
。

文
化
芸
術
活
動
に
つ
い
て
は
、
新
規
事
業
も
含
め
、
費
用
対
効
果
等
の
分
析
を
行
い
な
が
ら
状
況
に
応
じ
た
方
法
・
形
態
を
検
討
し
て
い
く
。

二 次 評 価 者

役
職

社
会
教
育
部
長

文
化
財
は
「
活
用
あ
っ
て
」
輝
く
も
の
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
一
部
の
所
有
者
や
マ
ニ
ア
の
も
の
で
は
保
護
政
策
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
。

そ
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
学
校
現
場
や
地
域
社
会
に
認
知
さ
れ
、
文
化
財
保
護
か
ら
一
歩
進
み
、
「
地
域
で
文
化
財
を
愛
護
」
す
る
機
運
を
高
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
ま
ず
は
小
学
生
あ
た
り
か
ら
啓
発
し
て
は
ど
う
か
。

氏
名

波
多
野

靖
成

政
策

1
誰
も
が
い
つ
ま
で
も
成
長
し
続
け
、
輝
け
る
ま
ち
（
教
育
・
文
化
）

施
策

0
4

歴
史
文
化
の
活
用
と
伝
統
文
化
の
継
承

課
　
題

具
体
的
に
実
施
し
た
事
業
や
取
組

事
業
や
取
組
の
概
要

予
算
執
行
（
万
円
）

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

（
ど
の
く
ら
い
の
事
業
や
取
組
を
行
っ
た
か
）

ア
ウ
ト
カ
ム

(ど
れ
だ
け
の
成
果
が
得
ら
れ
た
か
）

歴
史
・
文
化
に
関
す
る
調
査
・
整
備

潮
だ
ま
り
石
垣
及
び
付
帯
構
造
物
測
量
業

務
委
託

井
田
遺
跡
の
潮
だ
ま
り
石
垣
及
び
付
帯
構
造
物
の
三

次
元
測
量

5
7
2
万
円

三
次
元
点
群
デ
ー
タ
と
測
量
図
の
作
成
に
取
り
組
ん
だ
。

三
次
元
測
量
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
遺
跡
の
構
造
等
が
よ
り
詳
細
に
な

り
、
保
存
方
法
や
築
造
年
代
を
検
討
す
る
た
め
の
基
礎
的
デ
ー
タ
を
得
る

事
が
で
き
た
。

歴
史
・
文
化
に
関
す
る
調
査
・
整
備

備
前
陶
器
窯
跡
（
医
王
山
窯
跡
）
公
有

化
用
地
測
量
登
記
業
務
委
託

備
前
陶
器
窯
跡
公
有
化
用
地
測
量
登
記
業
務

1
1
5
万
円

窯
跡
を
公
有
化
取
得
の
た
め
の
測
量
、
そ
れ
に
伴
う
移
転
登
記
に
取
り
組

ん
だ
。

窯
跡
を
公
有
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
土
地
の
売
買
等
に
よ
る
開
発
の
危
険
が

な
く
な
り
、
整
備
活
用
が
容
易
に
な
る
。

歴
史
・
文
化
に
関
す
る
調
査
・
整
備

市
内
遺
跡
調
査

中
世
備
前
焼
窯
と
総
合
調
査
・
井
田
跡
の
確
認
調
査

4
2
3
万
円

熊
山
山
塊
南
面
に
展
開
す
る
遺
跡
群
の
総
合
的
把
報
告
書
の
作
成
・
井

田
跡
の
水
路
・
堤
構
築
方
法
（
基
礎
）
の
確
認

今
後
、
熊
山
の
窯
跡
の
整
備
活
用
の
基
礎
資
料
と
な
る
報
告
書
を
作
成

し
た
。
井
田
跡
の
文
化
財
的
価
値
を
判
断
す
る
た
め
の
基
礎
的
デ
ー
タ
を

得
る
事
が
で
き
た
。

歴
史
・
文
化
に
関
わ
る
人
材
確
保

旧
閑
谷
学
校
世
界
遺
産
登
録
推
進
事
業

（
論
語
か
る
た
）

論
語
か
る
た
大
会
の
実
施

1
1
.3
万
円

論
語
か
る
た
大
会
実
施
率
0
％
（
コ
ロ
ナ
中
止
）

論
語
か
る
た
大
会
参
加
申
込
数
4
9
人

【
学
校
・
地
域
協
力
者
】

緑
陽
高
校
2
年
論
語
か
る
た
体
験
者
数
　
約
1
4
0
人

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
協
会
論
語
か
る
た
大
会
審
判
員
講
習
会
　
約
1
0
人

歴
史
・
文
化
に
関
わ
る
人
材
確
保

旧
閑
谷
学
校
世
界
遺
産
登
録
推
進
事
業

熊
沢
蕃
山
顕
彰
マ
ン
ガ
・
絵
本
制
作

3
7
9
.3
万
円

熊
沢
蕃
山
顕
彰
マ
ン
ガ
2
,5
5
0
冊
・
絵
本
5
0
0
冊
製
本

【
マ
ン
ガ
】
配
布
冊
数
2
,4
9
0
冊
（
R
3
年
度
末
）

【
絵
本
】
同
4
2
6
冊

歴
史
・
文
化
の
市
民
理
解
や
P
R
活
動

芸
術
文
化
活
動
推
進
事
業

こ
ど
も
備
前
焼
作
品
展
、
文
学
賞
の
実
施

8
7
.8
万
円

こ
ど
も
備
前
焼
作
品
展
応
募
者
数
　
9
0
8
人

文
学
賞
応
募
者
数
　
5
4
4
人

【
こ
ど
も
備
前
焼
作
品
展
】
例
年
並
み
の
応
募
者
数
を
確
保
で
き
た
。

【
文
学
賞
】
開
始
し
て
か
ら
、
文
学
賞
が
認
知
さ
れ
て
き
て
お
り
、
相
当
数

の
応
募
者
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

歴
史
・
文
化
の
市
民
理
解
や
P
R
活
動

地
域
の
特
色
あ
る
埋
蔵
文
化
財
活
用
事
業

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
鏡
・
と
ん
ぼ
玉
を
つ
く
ろ
う
」
を
開
催
・

「
井
田
跡
」
に
関
連
す
る
企
画
展
を
開
催

9
9
.7
万
円

ト
ン
ボ
玉
を
つ
く
ろ
う
4
回
（
1
日
2
回
×
２
日
）

鏡
工
人
4
回
（
1
日
2
回
×
2
日
）

石
棺
を
つ
く
ろ
う
2
回
（
1
日
2
回
）

文
化
施
設
3
館
で
「
井
田
展
」
を
開
催

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
７
６
人

井
田
展
来
場
者
　
3
館
７
６
５
人

複
数
あ
る
文
化
施
設
の
整
理

文
化
施
設
の
今
後
の
方
針
検
討

文
化
施
設
の
集
約
化

―
備
前
焼
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
動
向
を
見
な
が
ら
各
文
化
施
設
の
方
向
性
を
検
討

個
別
施
設
計
画
の
文
化
施
設
の
統
廃
合
検
討
（
案
）
で
検
討
中

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

(ど
の
く
ら
い
事
業
や
取
組
を
行
っ
た
か

)

ア
ウ
ト
カ
ム

(ど
れ
だ
け
の
成
果
が
得
ら
れ
た
か

)

こ
と
が
で
き
た
。

得
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
マ
ン
ガ
】
配
付
冊
数
2
,4
9
0
冊
（
R
3
年
度
末
）
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※
特
別
会
計
は
除
く

す
べ
て
の
人
々
が
「
す
る
」
「
み
る
」
「
さ
さ
え
る
」
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
ス
ポ
ー
ツ
に
参
画
す
る
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
や
元
気
を
持
っ
て

生
活
す
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
地
域
資
源
を
有
効
に
活
用
し
た
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
活
力
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

施
策
の
方
向
性
・目

標
（
総
合
計
画
よ
り
）

【
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
】

・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
情
報
発
信
や
利
便
性
向
上
な
ど
に
よ
り
、
施
設
の
利
用
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、

設
備
の
充
実
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
、
誰
も
が
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
る
環
境
整
備
が
必
要
で
す
。

・
点
在
す
る
施
設
及
び
老
朽
化
す
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
公
共
施
設
個
別
計
画
に
基
づ
き
施
設
の
存

続
や
除
却
を
判
断
し
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
と
財
政
負
担
を
踏
ま
え
た
施
設
整
備
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
】

・
ス
ポ
ー
ツ
を
定
期
的
に
し
て
い
る
市
民
の
割
合
（
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
）
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
年
齢
、
嗜
好
・
目
的
な
ど
に
応
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

・
2

0
歳
代
か
ら

5
0
歳
代
ま
で
の
年
代
は
、
労
働
や
子
育
て
に
よ
り

1
週
間
の
う
ち

1
日
も
運
動
し
な

い
人
の
割
合
が

6
0
％
を
超
え
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
機
会
の
創
出
や
き
っ
か

け
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

【
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
】

・
県
内
外
か
ら
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

た
ま
ち
の
活
性
化
に
向
け
た
取
組
が
必
要
で
す
。

・
備
前
市
の
持
つ
ス
ポ
ー
ツ
資
源
と
「
観
光
」
「
文
化
」
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
価

値
の
創
出
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
状
と
解
決
す
べ
き
課
題

令
和

4
年
度

施
策
評
価
シ
ー
ト
（
評
価
対
象

R
3
年
度
）

【
社
会
教
育
課
】

政
策

1
誰
も
が
い
つ
ま
で
も
成
長
し
続
け
、
輝
け
る
ま
ち
（
教
育
・
文
化
）

施
策

0
5

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進

経
常
的
経
費

臨
時
的
経
費

1
3
,6

2
6
 

8
,5

4
7
 

経
費
の
内
訳
（
万
円
）

経
常
的
経
費

臨
時
的
経
費

4
,2

3
3
 

3
9
7
 

特
定
財
源
の
活
用
（
万
円
）
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4
,4

3
3
 

4
,7

3
5
 

4
,0

2
6
 1

2
5
 

2
,2

1
7
 

3
,0

0
0
 

H
2

9
H

3
0

R
1

R
2

R
3

R
6

県
内
外
を
対
象
と
し
た
大
会
等
の
参
加
者
数

（
件
）

指
標

目
標

成
果
指
標
（
達
成
し
た
い
目
標
）

3
3
.6

%
3

5
.4

%
4
5
.0

%

H
2

9
H

3
0

R
1

R
2

R
3

R
6

週
1
回
以
上
運
動
す
る
人
の
割
合

指
標

目
標

成
果
指
標
の
分
析

目
標
値
に
対
す
る

7
5
％
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
が
、

ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
機
会
の
創
出
や
き
っ
か
け
づ
く
り

を
推
し
進
め
て
い
く
。

3
2

0
,6

7
03

6
0

,7
9

5 3
0

8
,7

9
1

2
1

3
,1

1
2

1
8

2
,7

5
03

1
0

,0
0

0
 

H
2

9
H

3
0

R
1

R
2

R
3

R
6

市
内
体
育
施
設
の
利
用
者
数
（
人
）

指
標

目
標

成
果
指
標
の
分
析

令
和

2
年
、
令
和

3
年
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
大
幅
減
少
と
な
っ
た
が
、
ウ

イ
ズ
コ
ロ
ナ
も
視
野
に
受
入
態
勢
等
を
整
備
す
る
。

成
果
指
標
の
分
析

令
和

2
年
、
令
和

3
年
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
大
幅
減
少
と
な
っ
た
が
、
ウ

イ
ズ
コ
ロ
ナ
も
視
野
に
受
入
態
勢
等
を
整
備
す
る
。

指 標 の 説 明

【
週
1
回
以
上
運
動
す
る
人
の
割
合
】
市
民
意
識
調
査
に
よ
り
回
答
の
あ
っ
た
割
合

【
市
内
体
育
施
設
の
利
用
者
数
】

久
々
井
・
日
生
・
吉
永
運
動
公
園
の
年
間
利
用
者
数
の
合
計
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課
題
に
対
す
る
主
な
取
組

施
策
の
評
価

一 次 評 価 者

役
職

氏
名

【
進
行
年
度
の
取
組
内
容
】

（
課
題
解
決
状
況
）

市
民
の
日
常
生
活
に
ス
ポ
ー
ツ
が
一
層
取
り
入
れ
ら
れ
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
等
な
ど
を
通
じ

て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
み
、
醍
醐
味
を
見
出
し
て
も
ら
え
る
よ
う
工
夫
を
す
る
と
と
も
に
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
の
向
上
に
努
め
る
。

社
会
教
育
課
長

横
谷

重
樹

【
翌
年
度
の
取
組
目
標
】

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
る
が
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
る
機
会
や

場
所
を
継
続
的
に
提
供
し
て
い
く
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
劣
化
状
況
を
把
握
し
長
寿
命
化
を
図
る
。

二 次 評 価 者

役
職

社
会
教
育
部
長

「
体
を
動
か
す
」
こ
と
は
、
本
来
楽
し
い
こ
と
で
あ
る
。
未
就
学
児
や
小
学
校
低
学
年
は
、
い
つ
も
鬼
ご
っ
ご
や
家
の
中
で
走
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
い

つ
の
間
に
か
ゆ
っ
く
り
歩
き
だ
し
、
体
を
動
か
さ
な
く
な
る
。
1
0
分
か
ら
1
5
分
で
で
き
る
運
動
を
小
学
校
高
学
年
か
ら
広
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
招
致
し
、
本
物
に
触
れ
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

氏
名

波
多
野

靖
成

政
策

1
誰
も
が
い
つ
ま
で
も
成
長
し
続
け
、
輝
け
る
ま
ち
（
教
育
・
文
化
）

施
策

0
5

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進

課
　
題

具
体
的
に
実
施
し
た
事
業
や
取
組

事
業
や
取
組
の
概
要

予
算
執
行
（
万
円
）

ア
ウ
ト
プ
ット

（
ど
の
くら
い
の
事
業
や
取
組
を
行
っ
た
か
）

ア
ウ
ト
カ
ム

(ど
れ
だ
け
の
成
果
が
得
ら
れ
た
か
）

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
施
設
環
境
の
整
備

体
育
施
設
の
改
修
・修

繕
2
0
,6
1
0
万
円

体
育
施
設
の
改
修
・修

繕

　
改
修
費
等
前
年
度
比
：
＋
2
4
.8
％

経
年
使
用
に
よ
る
改
修
・修

繕
費
の
増
加

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実

年
代
を
問
わ
ず
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
場
と
機
会
の
充
実

各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
出
前
ス
ポ
ー
ツ
教

室
へ
の
参
加
促
進

5
8
6
万
円

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェス
テ
ィバ
ル
や
そ
れ
以
外
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ

教
室
等
の
開
催

　
参
加
者
前
年
度
比
：
+
1
,7
7
0
％

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
工
夫
を
凝
ら
し
、
実
施
可
能
な

大
会
の
実
施

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

(ど
の
く
ら
い
事
業
や
取
組
を
行
っ
た
か

)

ア
ウ
ト
カ
ム

(ど
れ
だ
け
の
成
果
が
得
ら
れ
た
か

)
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（4）施策に対する教育委員の意見 

  令和3年度に実施した教育施策に対する教育委員のご意見等は次のとおりです。 

 

施 策 名 生涯学習の充実 

ご 意 見 

・生涯学習は乳幼児から高齢期まで、生涯のあらゆる時期に行われ

る学習活動であり、学校教育、社会教育、スポーツ、趣味など様々

である。人生 100 年時代と言われる昨今、長い人生を充実させ、自

由な時間を使った生涯学習の役割は大きい。また、市民が自分に合

った生涯学習の発見や学習を始める方法など自治体等と連携して

多くの選択肢や情報の収集にも努めてもらいたい。 

・学びや公民館活動においても人材確保が課題である。 

・新しい図書館では幅広い年齢層が集い、備前市中心の学びの場に

なり、情報発信できる場になるよう期待する。 

・生涯学習の基本的な契機は学校教育で培われ、醸成されていくも

のであり、学びを備前市が支援していくことは人々の喜び、生きが

いを生み、地域の活性化につながる。ただ、現状では、支援が充実

しているとは言えないことから、今後名実ともに「教育のまち備前」

を目指して、取り組んでいく必要がある。 

・現在進行中の、まちじゅうどこでも図書館をより支援し、同じよ

うに、空き家を活用し、まちじゅうどこでも美術館、音楽館等々の

小さな拠点づくりを推進してはどうか。 

 

 

施 策 名 就学前の教育、保育等の充実 

ご 意 見 

・市内の認定こども園、保育園の環境整備等も進み、さらに質の高

い就学前の教育、保育を期待する。また、保育士等の人材確保も引

き続きお願いする。最近、他県で発生した園児虐待の報道があり、

市として注意喚起や指導は行われていると思うが、改めて指導の徹

底をお願いする。 

・ICT 化で働き方が前回より改善されていることは評価できる。業

務のより一層の負担軽減を期待する。保育の充実のためにやはり多

くの人が保育・教育にかかわるべきであり、人材確保が大きな課題

である。 

・就学前の教育・保育については、全体としては問題なく進められ

ているように思うが、保育士の確保は不十分ではないか。全国的に

絶対数が不足しているのが実態であり、手をこまねいていても事態

は厳しくなる一方なので、人材確保に積極的に取り組まねばならな

い。 

・保育未経験の幼児及び保護者に積極的に認定こども園または保育
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園の見学や体験をしてもらい、入園前の不安を軽減し、教育・保育

内容について情報提供等をしてはどうか。こども園などで行ってい

る ALT 配置事業については大変評価しているが、可能であれば複数

の ALT の配置により、外国人とふれあう機会の充実を図ってはどう

か。 

 

 

施 策 名 学校教育の充実 

ご 意 見 

・全国的に進む少子化問題で小・中学校の再編は、たびたび上がっ

てくる課題であり、地域住民、学校現場、そして子どもたちが最善

の環境で学べるよう願う。また、部活動の地域移行については、指

導の進むべき方向や不透明なもの等があり、課題が多く、様々な方

面からの意見を取り入れた議論が必要である。 

・ALT 及び学校図書館司書の全校配置は評価できる。この環境を最

大限活用し、学びの向上に期待する。 

・多くのいじめの事例では、教育現場の学校のみならず、教育委員

会の対応の拙さが、批判を浴びてしまうこととなるため、危機意識

を常に持っておかねばならない。いじめについては、早期に発見し、

小さな兆候でも事態を軽く見ないで、真摯な対応により未然に防ぐ

ことが大切であり、教育委員会としては、教育現場での問題意識の

共有化、初期対応への指導を徹底していくことが極めて大切であ

る。 

・少子化が進む中、各々子ども達に合った少人数教育を充実させる

ためにも、「国際バカロレア教育」の推進のほか、少人数に適した英

語教育、情報教育などに特化するなど、特色ある学校づくりをする

ことで、他地区からの若い世帯の転入も可能ではないか。 

 

 

施 策 名 歴史文化の活用と伝統文化の継承 

ご 意 見 

・歴史文化、伝統文化については市民に周知されていないものも多

くあり、市の「広報びぜん」などを通じて定期的に市民に紹介して

ほしい。 

・地道な情報発信と幼い頃からのふれあい、身近に感じられる学習

環境が構築されることを期待する。 

・備前市は、旧閑谷学校、備前焼を始めとする歴史遺産・文化遺産

に恵まれており、論語を中心とした学びの継続的な取組も高く評価

されている。また、熊沢蕃山の研究、足跡の検証等に加え展示、講

演などの顕彰すべき成果も生み出されている。伝統文化の継承も

「ちょいやさ」の復活、「だんじり」の運行など伝統行事が受け継が
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れているが、担い手の高齢化等により存続の危機に瀕
ひん

しているた

め、官民一体となって、存続、継承に取り組んでいかねばならない。 

・現在配付している備前市の文化財の小冊子に基づいて、文化財を

巡るスタンプラリーのような長期的なイベントをしてはどうか。 

 

 

施 策 名 スポーツ・レクリエーション活動の推進 

ご 意 見 

・新型コロナウイルスの感染拡大により３年近く多くのスポーツ、

レクリエーションの大会等が中止、延期されていたが、徐々に再開

の兆しを見せている。感染には十分注意をしながら軽スポーツから

本格的な運動まで、市民の要望等も取り入れた運動施設の整備や市

民の運動意欲向上のための新たな事業の取組にも期待したい。 

・誰でもどこでも体を動かせられる環境整備やイベントを行うこと

を期待する。 

・各地区の公民館を中心に様々な活動があり、活発になっていると

思うが、現在、コロナ禍の状況で中止になるイベントも多い。参加

者及び運営面でもモチベーションが低下しているように思われる

ので、今後の活動再開を頑張ってもらいたい。 
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４ 学識経験者の意見 

 

 備前市は第２次総合計画（平成 25～令和２年度）に続き、令和３年、第３次総合計画を
策定した。これを受けて市教育委員会は、「誰もがいつまでも成長し続け、輝けるまち」を
目標に、教育・文化の振興に着手したところである。 
 政策の柱が１本化されたことに伴い、基本計画も８本から５本に集約され、評価指標も
従来に比べて簡潔で分かりやすいものとなっている。もっとも、基本計画のスリム化が図
られたとはいえ、業務の重みもその自己点検・評価の重みも依然として大きく、得られた
成果と課題をもとに事務管理・執行の現況把握と今後取り組む目標の明確化は、極めて有
意義な取組であるといえよう。 
 平成 29 年度から導入されている成果指標には図表が効果的に用いられ、視覚的理解の向
上も図られている。関係者の内部で行われる自己評価・点検にはとかく視野狭窄に陥るお
それが否定できないが、業務多端のなかで一次評価者と二次評価者を設け、多面的な点検

評価に努められていることは重要である。教育関係者のみならず広く市民との信頼関係醸
成の観点に鑑み、点検評価にかかわられた多くの職員の皆様のご努力には敬意を表したい。 
 目標達成度を概観すると、学校教育の充実に係る成果が良好であり、社会教育や文化振
興の分野については課題が多い。就学前教育、保育等の充実については、成果指標間に顕
著な差が見られ、特に一時保育ニーズの大きさは著しい。 
 施策全体を通して目標指標に対する成果指標が芳しくないものとしては、私立保育園・
認可外保育園への入所人数（達成率 47.5％）、市内文化財の新規指定等の候補件数（同
42.1％）、文化施設開催の講座・ワークショップ参加者数（同 29.4％）、芸術文化に接する
機会があった市民の割合（同 59.8％）、市内体育施設の利用者数（同 59.0％）が挙げられ
る。これらには総じて、市民の子育て、労働、余暇に費やす時間との兼ね合いがかかわっ
ているように思われる。したがって、これらの達成指標を高めるには、単に教育・文化振
興の観点のみならず、市民の家庭生活や働き方の時間的・精神的なゆとりを含めて、多面
的に検討する必要があろう。 

 評価指標の取り扱いについて今後の課題を列挙すれば、公民館において趣味に関する講
座と学びを中心とする講座のバランスに係る課題に触れられる場合には、何らかの形で数
値化を求めたい。保育の質向上については、ICT 導入による事務の効率化や研修回数のみ

ならず、保育ニーズにいかに的確に応じられる研修であったか、その満足度を調査されて
はどうだろうか。学校教育の充実については、ALTなり学校図書館司書なりの「活用イメ
ージの共有」とはどのようなものなのか、説明に具体性を求めたい。「キャリア教育の充実」
については、目標（伸長すべき資質能力）のいくつかを取り上げて、その達成度を調査さ
れてはどうだろうか。歴史文化の活用と伝統文化の顕彰については、取組状況と取組目標
とを混同されないよう、関係者間での見直しを求めたい。スポーツ・レクリエーション活
動の推進については、レクリエーション活動自体の位置づけを明確にされたい。 
 教育・文化を振興するには、いくつかの一次評価、二次評価で述べられているように、
複合的かつ継続的な取組、複数の機能の集約化と、それらの改善・実行の積み重ねが不可

欠である。市民の皆様にも教育関係者の皆様にも、本報告書を精読され、次年度以降の事
業が着実に推進されるようさまざまな角度からご協力をお願いしたい。 
 

令和 ５年 ２月 ６日 
岡山理科大学 
教育推進機構 教職支援センター 

准教授 皿 田 琢 司 
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